
元朝財政統計の基準紙幣 と商税

宮澤知之

緒言

統 計 に基づ く元 朝 の財 政 史料 は必ず しも多 くは ない。それ だ けに限 られ た統 計

史料 を有効 に活 用 して元 財政 の特 徴 を導 き出す こ とが重 要 で ある。元朝 の統 計 史

料 を扱 う うえで特 に注意 を要 す るの は1/」額 で あ る。 なか に は 『元 史』巻93食 貨

志 、税糧 、江南 三省天 暦元 年(1328)夏 税11//数の よ うに 「中統紗 ○ ○錠」の よ うに

紙 幣 の種 類 を明記 す るもの もあ るが、大抵 の場 合 、自明 の こ とで あ るた めか 、ど

の紙 幣 に よる統計 で あ るのか 明記 しないの が普通 で あ る。元朝 の幣制 は、当初 の

雑種 幣制 を統 一的 な幣制 に改革 した 中統 元年(1260)以 後 、紗 の価 値 下落 に対応 し

て 、至元24年(1287)、 至 大2年(1309)、 至 大4年(1311) 、至 正10年(1350)に 改

革 され 、そのつ ど上位 にお かれ る1/,/が変 更 され た。この よ うな事 態 に対 し国家 の

財 政 は どのitを 基準 に運 営 され たの か、確認 してお く必 要が あ るだ ろ う。本稿 は

元 朝 を通 して財 政統 計 の基 準紙 幣 が どの よ うに変 遷 したか を確 認 す る と ともに、

基準 とな る紗 の種 類 の判 断 が異 なれ ば、財 政 統計 の解 釈 も大 き く変 わ る こ とを、

商税 統計 を通 じて見 る こ と とした い。

1、 元朝 財政 統計 の基 準 紙幣

最初 に元 朝 の幣制 の 変遷 を表示 し、そ の 内容 を簡 単 に ま とめてお く(表1)。

表1、 元 朝幣制 の 変遷

雑 種幣 制 中統 以前

銀 ・糸 の ほか地域 的紙 幣

中統幣制 中統1年(1260)10月 一 至元24年(1287)3月

中統紗1貫 ・=(銭1貫)=(銀1/2両)

銅銭 を発 行 せず 。 中統4年 金 銀 の私 売買 の禁止(至 元21年 解禁) 。

(第1次)至 元 幣制 至元24年(1287)3.月 一 至 大2年(1309)9月

至元 砂1貫=中 統{沙5貫=(銭1貫)=(金1/15両)=(銀1/2両)

中統紗 の発行 停止 。

改 革前 の短 期 間 、 至元 通 宝 の発 行。 金 銀 の 私 売 買 の禁 止 、 大徳8

年 、金銀 私 売 買の解 禁。

至 大幣制 至大2年(1309)9月 一 至 大4年(1311)4 .月

至 大銀砂1両=至 元紗5貫=銭1貫=(金1銭)=(銀1両)

中統�jの 発 行停 止。

至大 通宝 ・大 元通 宝の発 行。 金銀 の私 売 買の禁 止。

(第2次)至 元幣 制 至 大4年(1311)4,月 一 至 正10年(1350)11月

至元紗1貫=中 纏 沙5貫=(銭1貫)

中統紗 を発 行 。

銅銭 使 用 の禁 止 、金銀 の私 売 買の解 禁
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至 正 幣 制 至 正10年(1350)11.月 以 後

中 統 紗(至 正 紗)1貫=至 元 妙2貫=中 統 旧 紗10貫=銭1貫

至 正 通 宝 の 発 行 、

・雑種 幣 制に つい て は
、高橋 弘臣 『元朝 貨幣 政策 成 立過程 の研 究』(東 洋 書院 、2000年)を

参照 。

・銅銭 は 至大幣 制 ・至 正幣 制 を除 いて 、現実 には 発行 され て いな いが 、 中統紗 ・至 元紗 のデ

ザイ ンに明 らか な よ うに、 発行 当初は紗 ・銭 は等 価 であ る とみ な され る。

・元朝 で は中統 幣 制以 後 、紗 と銀 が貨幣 と して リン ク した こ とは 一度 もない。 至大 幣制 にお

い て も至 大銀 釣1両=銀1両=金1銭 を規定 す るが 、一 方で金 銀 を交換 手段 と して用 い る

こ とも禁 止す る,,詳 し くは 、宮澤 「几代後 半期 の幣 制 とそ の崩壊 」(『鷹 陵 史学』27、2001

年)。

・金銀 の私 売 買の 禁止 と解 禁 の変遷 につ いて は
、前 田直 典 「元代 に於 け る妙 の発 行 制度 とそ

の流 通状 態」(初 出1944年 、『元 朝 史の研究』 夷京 大学 出版 会 、1973、 所 収)。

さて、財 務 は どの砂 に よって表 示す べ きか を指 示 した 記事 、あるい は財 務 を処

理 す る紗 の種類 を 明記 した 具体例 を集 め てみた。

中統幣 制時 期

【a】 まず 王揮 『秋 澗 先生 大全集』 巻80、 中堂 事記 上 、 中統 二年(1261)二 月

五 日丁 酉 に、

時紗 法 初行 、… …所納 酒酷 税塩 引等 課程 ・大小一 切差 発 、一以 元宝 為則。

とあ り、酒 酷税塩 引等課 程 ・大小 一切 の差発 は 、 中統紗 で納入 す る こ と と した

が 、注意 す べ きは 、 中統紗 で納 入 した と して も、す べ て の価 格 ・課額 ・歳額 が

中統砂 で決 め られ た とは 限 らない ことで あ る。塩 引価格 は銀 で決 め られ(後 述 の

よ うに 、塩 引価 格 が1!少で表 示す るこ とにな ったの は至 元13年 で ある) 、商税 額

も少 な くとも至元7年 まで は銀 に よる歳 額 であ る。課 程 ・差 発納入 は11'/で、財

務 管理 は銀 で行 うとい うよ うに、 中統 紗発行 当時 、両者 は分離 して いた。

【b】 しか し 『元 史』 巻5、 中統3年(1262)7月 戊 午 に 、

勅 、私 市金銀 、応 支銭物 、 止以¥+¥1/為准。

とあ る よ うに 、中統3年 に は、民 間の金銀 交 易 で支払 い 手段 に もちい る銭物 は紗

を准 となす こ ととなっ た。南宋 併合 前 の華北 で よ く用 い られ た貨 幣 は銀 と糸 で あ

る。 こ こで は金 ・銀 と銭 ・物 の交 易の とき、中統紗 で価 格 計 算せ よ とい うので あ

ろ う。 お そ ら く民 間 の私 買 売 にお い て銀 に よ る価 格表 示 ・計算 か ら紗 に よ る表

示 ・計 算 へ の移行 を、政府 が促 した政策 で あ る と思 う。

【c】 『元典 章』 巻26、 戸部 、賦 役 、物 価 、月 申諸物 価 直 に、

中統 五年 、欽 奉詔 書 内…款 、 雨沢 分数 ・諸物 価以 紗為 則 、毎 月 一次 申部。

とあるの は 、中統5年(1264)、 民間 の物 価 を 中統�jで 表 示 して戸部 に報 告せ よ と

した もの で あ る。

【d】 『元史』 巻94食 貨志 、塩 法 、河 東之塩 に、

(中統)三 年(1262)、 以 太原 民戸 自煎小 塩、歳辮 課銀 一 百五 十錠。 五年、又増

小塩 課 銀為 二百五 十錠。… …(至 元)十 年(1273)、 命携塩 戸 九 百 八十飴、毎丁



rn塩 一石丸給 工価,.j五 銭 歳辮塩 六万 四千 引、計 中統紗 一 万一 千五 百二 十錠。

とあ り、中統3年 と5年 に太原 民戸 の 自煎塩 の歳 課 を銀 で定 め、 至元10年 解塩

の生産 にたず さわ る携 塩戸 の歳 課額 を中統紗 で表 記 して い る。 中統 幣制 の期 間、

華北 で歳額 が銀 か ら中統 紗 に変 わ った例 と思われ る。

【e】 『元史』 巻94、 食 貨志 、塩 法 に、

太 宗庚 寅年(2年 、1230)、 始行塩 法 、毎塩 一 引重 四百斤 、其価 銀 一十 両。世

祖 中統 二年 、減 銀為 七 両。 至元十 三年 、既 取宋 、而江 南之塩 所入 尤 広、毎 引

改 為 中統紗 九貫。

とあ るの は、至 元13年(1276)江 南 を征服 した とき、塩 引価 格 の表示 を銀 か ら中

統11J/に変 更 した例 で あ る。

第1次 至 元幣制 時 期

【f】 『通制 条格 』巻14、 倉庫 、銭 糧去 零 に、

至元 二十 五年 九.月、 ……戸部 照得 、凡有収 支、 中統 宝紗積 算到 総 数、若 至 伍

麓 収 作壱 分、伍 贅 以下 削去。如至 元宝 紗、若 至伍 麓収 作壱 贅、伍 毫 以 下除去。

とあるの は、至 元紗 を発行 した至 元24年(1287)の 翌 年 、官庁 で の収支 の計 算 を

中統紗 です る例 で あ る。

【9】 『元典章 』巻21、 戸部 、支 、銭糧 数 目以 零就整 に、

大徳 十一 年(1307)正.月 、…… 戸部 呈、中統 宝紗以 貫為 両、以十 分為 分、 巳下

別無 厘 沙。 至元 宝it少、貫 至五 貫 為止 、子 母相 権、通 行流転。 今 照得 、各 道 宣

慰 司 ・随路 官府 ・各衙 門 申開、遇有 収支 、多係 中統 宝紗 、往往 照 依物 価 、分

例拍 算 、至有 分 以下 厘毛 、系忽 微塵 、不惟 素繁 、実 是虚 文。擬i自今後 凡 有収

支物、折 中統紗 積 算、到総 数若 至 五厘、収 作一分 、五厘 以下 削去 、如 至 元宝

紗 、若 至 五毛収 作 一厘 、五 毛以 下亦 以去。

とあるの は、大徳11年(1307)、 地方 官府 の会 計 は中統紗 で行 うこ とが多 い とす

る。 ただ し 【f】 と同様 、 「如 至 元宝抄 ……」 の 文言 が あ り、場 合 に よ って は至

元紗 で計 算す る こ ともあっ た よ うだ。

【h】 『元 史』 巻22、 至 大元年(1308)11月 庚 申に 、

増官 吏俸 、以 至 元1/J/依中統 紗数 給 之 、止 其緑 米 、歳該 四十 万石 。

とあ るのは 、中統紗 の額 で至元紗 を支給 す る例 で ある。 会 計 は 中統 紗 で あ る。

【i】 『元典 章』 巻22、 戸 部 、課程 、雑 課 、和 買諸物 税銭 に、

至大 二年 五月 、哀 州路奉 江 西行 省筍 付 、近為 吉州 路 ・臨江 二路 、将 大徳 十年

(1306)収 到 和 買木 綿税砂 、依 正課 結解 事。移 准 中書省 盗該 、大徳 十年 和 買木

綿 布疋、吉州 路収 到 税銭 中統 紗 二 百六十 三定 一両 二銭 一分、既 於 各 月正課 内

結解 、年 終 作数 考較 、失収 布 税 四十 六定 二十 八両 五銭 一分。 亦着 落。 ……送

拠 戸部 呈、議 得 、凡官 司和 買官物 、難 同客 商人等 私相 買売 、合 該税 銭 、男項

作数 起解 。

とあ るのは 、至 大2年(1309)9月 の至 大幣制 改革 直前 、和 買時の税 銭 を 中統金少で

会計 す る実例 で あ る。 【f】 か ら 【i】 まで第1次 至元 幣制 の時期 にあ た り、 中

統紗 は通 用す るが 、発 行 は停 止 され て い た。年 と ともに中統,.jの 流 通 は減 少 した

で あ ろ う。従 って これ らの事 例 は 、当初 中統紗 を出納す るので な く、中統抄 を基
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準に財務 処理 を行 うこ とを示 して い る、,

至大幣制 時期

【j】 『元 史』 巻23、 至大3年 正 月乙 未に、

定税課 法。諸 色課 程 、並係 大徳 卜一年 考較 、定 旧額 ・元増 、総 為正 額 、折 至

元砂作 数。

とあ るの は、至大幣 制施 行 に あた って、諸 色課程 のiE額 を 中統紗 で な く至元紗 に

折 した例 で ある。

第2次 至 元幣制 時 期

【k】 『元典 章』 巻20、 戸部 、紗 法 、住罷銀 紗銅 銭使 中統金少(十三 条)至 大4年4

月 に、
一
、中統紗 廃罷 錐 久、民 間物 価 、毎以 為准,有 司依 旧印 造、与 至元紗 、子 母

並行 、以 便 民間。 凡官 司出納 ・百姓交 易、 並計 中統紗 。

とあ るのは 、至大4年(1311)4月 、 至大幣 制 を廃 止 し至元幣 制 に もど した とき、

官 司出納 、 民間 交易 はす べて 中統金少で 計算す るこ と と した例 で あ る。

【1】 『元 史』 巻82選 挙 、錘 法 、入粟 補官 に、

天暦 三年 、…… 江南 ・陳西 ・河 南等処 富 実之家願 納 粟補 官者 、験 糧数 等第 、

……其願 折 納価 1/J/者、並 以 中統紗 為則,,江 南三 省毎 石 四十 両,陳 西 省毎 石

八十 両,河 南 井腹 裏毎 石六十 両。

とあ るの は、納粟補 官 の規 定で あ るが 、第2次 至 元幣 制時 期 で あ るか ら至 元紗 が

上位 にあ るに もかか わ らず 、"%で折 納す る場 合 は 中統 紗 で規則 をた て る例 で あ る。

【m】 『元 史』 巻97、 食 貨 志 、塩 法 に 、

至 正三年 、監 察御 史王思 誠、侯思 礼等 建言、… …窃 計官 塩 二万 引、毎 引脚価

中統金少七貫、総 為紗 三千錠、而 十 五局官典 俸給、以 一歳 計 之 又五 百七十 六錠。

とあ るの は、至正3年(1343)、 塩 法 に かかわ って脚価 、官典 俸給 が 中統抄 で計 算

され る例で あ る。

以上 の 引用例 か らい くつ かの こ とが分 る。

まず 、財務 は、至 元13年(1276)南 宋 を併合す る以 前 は 、 中統 幣 制下 で あって

も銀 の 重量 単位 の 両で行 った。併 合 後は 中統紗 で あ る。江南 を支配 下 に入れ た と

き銀 を中核 とす る財 政 が維持 で きなか ったか らで あ る。そ もそ も中統 元 年(1260)

中統 紗 を発行 す る直前 、糸 を本 とす る交紗(糸 金少)を発 行 したが 、さらに中統砂 と

同時 に銀 と等価 の 中統銀 貨 な る絹製 の 貨幣 を発 行す るはず で あ った(『国 朝文類』

巻40雑 著 、経 世 大典 序録 、抄 法)。 これ らの貨幣 は それ ぞれ 、糸 ・銀 を本 とす る

貨 幣で あ り、華 北 では 糸 ・銀 が 流通 していた状 況 に対応 して創 出 され たの で あ る。

ところが糸紗 は継 続 して発 行 され た形跡 が な く、中統 銀 貨 は結 局 実現 しな か った

とい う。 江 南統 治 が 日程 に のぼ る よ うに な る と、 糸 ・銀 を本 とす る砂 は脱 落 し、

結 局銭 を本 とす る中統 紗 だ けに絞 られ たの であ る。ただ し中統 紗 の本 で あるべ き

銭 は発行 されず 、まだ華 北 に財 政 的基盤 をお く以 上、銀 の もつ 意 味は依 然 と して

大 き く、財務 も銀 で 計 算 され たの で ある。 しか し紗 に よる納税 が 次第 に拡 張 され
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てお り、いずれ1%J/による財 務 計算 に移行 す る素地 は形 成 され てい た。そ して江南

を実際 に統 治 下に置 く と同時 に、江 南の経 済 状況 に あわせ て理念 的 には銅 銭 を本

とす る中統砂 に よる財 務 に転換 した。江 南経 済 は南 宋 の とき紙 幣 の流通 が盛 んで

あった が、 基本 は銅銭 で あ ったか らで あ る。

至元24年(1287)、 中統金少が廃止 され 、至 元金少が発 行 され て も(第1次 至元 幣制) 、

財務 は 中統紗 に よる運 営 をそ のま ま踏 襲 した。中統幣 制 で は 中統紗1貫 が銅 銭1

貫 に相 当す る と見倣 され たが、至 元幣制 で は銅銭1貫 に相 当す る と見イ故され たの

は至 元紗1貫 で あった か ら、中統紗 は銭 に対 して実 質1/5に 切 り下 げ られ た。至

元幣制 施行 にあ たって 、基準 とな る紗 を 中統1/y/`から至元1¥1!+/に変 更すれ ば 、実質 的

に銭基 準 を維持 した こ とにな るに もかか わ らず 、切 り下 げた 中統紗 で財 務 を維持

した こ とに よって 、財 政 規模 は表 面上5倍 に膨 張 した。

至大2年(1309)か ら4年 に到 る至大 幣制 の期 間 は、財務 は至元�jで 行 った。至

大銀 紗1両=至 元紗5貫=銭1貫=(金1銭)=(銀!両)で あ るか ら、至 元1/J/によ

る貨幣計 算 は、銭 を基 準 に計 る と、至 元幣制 下 での 中統砂 と同 じ位 置 にな る。従

って基準紙 幣 の変 更 に もかか わ らず 、財政 規模 はその影 響 を受 けない。す な わ ち

至元 幣制 下 の中統紗5貫=銭1貫 、 至大 幣制 下 の至元紗5貫=銭1貫 で あ る。

なお 中統 幣制 ・第1次 至元 幣制 ・至大 幣制 下 では 、金 銀 の私 買売 はおお むね 禁

止 され 、財 務 に影響 しなか った。 金銀 の私 買売 が公認 され た のは 、至元21年 一

24年 と大徳8年 一 至 大2年 の わつ か な期 間のみ で あ る。至 大幣 制 では至 大銀 砂1

両 は銀1両 ・金1銭 に準 じる と決 め られ てはい たが 、金銀 に よる買売 は禁止 され

た た め、金銀 は 交換 手段 と しての貨 幣機 能 を発揮 す るこ とがで きなか った。

至大4年(1311)、 至 元幣制 が復 活す る と、中統"%の 印 造発 行 が再 開 され 、財務

は再 び 中統 紗 で行 うよ うに なっ た。 同時 に金 銀 の買売 が解 禁 され た。 そ の翌年 、

中統紗 と銀 の価 値 関係 を変 更す る とい う次 の記 事 が あ る。『元 典章 』巻22 、戸 部 、

課 程 、塩 課 、銀 中塩 引に、

皇慶 元 年(1312)二 月二十 四 日、中書省 奏過 事 内一件 、節 該、預 買来年 塩 引、

除辺 遠 中糧 塩 引外、依先 例十 分 中収 一分 銀。在先 一 定銀 折 二十定紗 来。如 今

添 五定、毎一 定銀 イ故中統紗 二十 五 定呵 恋生、奏 呵、那 般者 磨道 聖 旨了。欽此。

これ に よる と、

銀1錠=中 統{沙25錠=至 元砂5錠

の 関係 が あ る。 単位 を小 さくす る と、

銀1両=中 統{沙25貫=至 元金少5貫

とな り、第1次 至元 幣制 の 銀1両=至 元1/少2貫 と比 べ る と、至元紗 は2/5

に減 価 してい る。中統 砂 も当然 そ うで あ る。実 は銀 と至 元紗 の比価 は 、至大 幣制

の、銀1両=銀 抄1両=至 元抄5貫 と同 じで あ る。 つ ま り銀 を基準 にお く と、

至 大幣制 の 至大銀 沙1両 と第2次 至元 幣制 の至 元紗1貫(両)と は 、同 じ価値 な の

であ る。つ ま り、至大 幣制 か ら至元 幣制 へ の復帰 は至大 鋤 沙を至元1/y/に置 き換 え

た だけ とも言 える。

つ ぎ に銅 銭 を基 準 に とる と、至大銀 沙1両=至 元 一i5貫=銅 銭1貫 が 、至 元

紗1貫=中 続 沙5貫=(銭1貫)に 置 き換 わ っ たわ けだ が、至 元紗 の価値 は銅 銭 に

対 し5倍 に上昇 した。復 活 した 中統1/y/は、至 大幣 制 下の 至元紗 の位 置 には い るの
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で、至大 幣制 下で の至 元金少に よ る財務 と、第2次 至 元幣制 下 で の中統抄 に よる財

務 は規模 が 同 じで ある。換 言す る と、至 大幣 制か ら第2次 至 元幣 制へ の変 更 に と

もな って、財 務 の基 準 とな る紗 を至 元紗 か ら中統,'/に 変更 して も、財政 規模 は、

至元紗1貫=中 統紗5貫 の レー トに もか かわ らず 拡 大 しない。

至正 幣制 の も とでは 、財 務 は原 則的 に 中統紗 で計算 運営 され る。こ こにい う中

統紗 とは、至 正10年(1350)の 改革 に よって、 中統紗1貫=至 元1/,12貫=銅 銭1

貫 の よ うに 、至元紗 よ り上位 の紗 に設定 しなお され 、しか も銅 銭 と等価 とされ た

中統 紗 で、背 面 に 「至正 印造 元 宝交紗 」の印 を押 した もの で あ る。第2次 至元 幣

制 と銭 を基準 に比 較す る と5倍 の価 値 が ある。中統紗 で表 示 され る額 は1/5に 圧

縮 され る こ とに注意す べ きで あ る。この新 たな 中統 紗 を民 間 では至 正紗 あ るい は

新紗 とい った。印 を押 してい ない 中統紗 は旧紗 とい い、旧来 の至元妙1貫=中 統

旧金少5貫 の レー トであ る。

なお先 に、財務 は原 則的 に中統紗 で計算 運営 され る と述 べ た のは 、例 外 的 に至

元紗 の こ ともあ るか らであ る。例 えば、至 正11年3月12日 江南 行毫 が准 け た御

史毫 のYに よる と、各道廉 訪使 以 下 の俸給 を 中統11少で定 め てい るが、各 処巡 検 ・

獄 丞 ・司獄 だ け は 「歳 給宝 紗 陸拾 錠」 とな ってい る。 「宝,%」 とは至 元通 行宝 金少

す なわ ち至元 紗 の こ とで、巡 検等 の俸 給 は至 元.i60錠 とす る(『 南毫備 要』均 禄

秩)。 至元紗60錠 は 中統 金少30錠 と等 しく、他 の官 吏 との バ ラ ンスか ら見て 適 当

な額 で あ る。 わ ざわ ざ宝11少60錠 とい うの は、彼 らには至 元紗 で支 給す るか らで

あろ う。

以上 を通 して 見 る と、1/J/で貨幣 計算 す る よ うに なっ た至元13年 以 後 、中統紗

1種 類 だ けの 中統幣制 では 中統紗 が 、至元�jが 中統抄 の 上位 で あ った2回 の至 元

幣 制 では 中統砂 が 、至大銀 金少が至 元¥¥11J/の上位 であ った至 大幣 制 で は至元紗 が 、中

統 紗 が 至元紗 の上位 で あ った 至 正幣 制 で は 中統紗 が基 準 で あ った。 至 大 幣制 は

20カ 月 と短 か った ので 、 ほぼ財 務 の計算 は中統 紗 で行 われ続 けた と言 え る。 中

統 紗 は至元 幣制 ・至 大幣制 で 、2回 の1/5の 切 り下 げが あ った ので 、1/25に まで

減 価 し、第2次 至元幣 制 で1/5に 回復 、至正 幣制 で銅 銭 と等価 とな り、中統 幣制

下の状 況 にた ち も どったの で あ る。

この よ うに元朝 の 史料 に残 る財政 統 計 は、至 大幣制 時 を除 いて 中統抄 で表 示 さ

れ た。そ して 正式 に発 行 され たか 否か にか かわ らず 、想 定 され る銅 銭 を基 準 に し

て計 っ た中統 紗 の価 値 は 、 中統 か ら至 正 まで約90年 の あい だ に、至 大年 間 を最

低値 と して 下落→ 上昇 と変 動す る。各 時期 の財政 統 計 は、中統 紗 の この価 値 変動

を修 正 して比 較す る必 要 が あ ろ う。す な わち 中統 紗 で表 示す る財 政規 模 は、中統

幣制 時期 を基 準 に とる と、第1次 至元 幣制 時期 は5倍 に拡大 し、至 大幣 制時 期 は

至元 紗表 示 な の でや は り5倍 を維 持 、第2次 至 元幣 制時期 も5倍 の まま、至正幣

制時 期 は1/5に 圧 縮 され て 中統幣 制 時期 と同 じにな る。

ところで 、 ここに例外 が あ るc,『元 史』巻18、 元 貞元年(1295)7.月 己卯 に、

詔 申餉 中外 、 ……計 購以 至 元金少為則。

と、至元 幣制 下で計賊 は至元111/で行 うこと と した とい うの で あ る。元 貞元年 の 申

勅 で ある こ とに注 目す る と、そ の以前 か ら至 元紗 で計購 す る こ とに な って い た に



もか かわ らず 、実際 に は中統紗 で計購す るこ とが あ った ら しい事情 も窺 える。中

統 紗 で計購 すれ ば 、至 元紗 の場 合 の5倍 の額 にな る。至 元幣制 下、計 賊 にお け る

中統紗 か ら至元11,/への変 更 は、賊額 を1/5に 下げ る措 置 で あ る。

2、 商税統 計 につ いて

私は かつ て以 下の 商税 統計 に基 づ いて以 下の よ うに論 じた(『 宋 代 中 国の 国家

と経 済一 財政 ・市 場 ・貨幣一 』創 文社 、1998年)。

表2、 商 税 額 の 変 遷

至 元7年(1270)以 前

至 元7年(1270)

至 元26年(1289)

天 暦 年 間(1328-30)

銀50.000錠(中 統 紗 に 換 算 して100,000錠)

銀45.000錠(中 統 妙 に 換 算 して90,000錠)

腹 裏200,000錠 江 南250,000錠 計450,000錠

腹 裏300,000錠 江 南400,000錠 計939,530錠

元 史巻7至 元7年5月 丙 辰 、 元 史 巻94食 貨 志 商 税 、 至 元7年 、 至 元26年 。

1、 至 元26年 の 歳 額 は 至 元 紗 に よ る 表 記 で あ り、 腹 裏 の20万 錠 は 中 統,.j!00

万錠 にあ た るか ら、 至元7年 か ら26年 まで 、腹 裏 の歳 額 は 中統紗 で9万 錠 か ら

100万 錠 に、約10倍 の増 額 があ った。 この10倍 とい う数 値 は前 田直典 が 考証 し

た同時期 の物 価騰 貴 とま さ しく一致す るか ら(「 元 朝時 代 に於 け る紙 幣 の価値 変

動 」『元朝 史 の研 究』東 京 大学 出版 会 、1973年 所収)、 歳額 引 き上 げ は物 価騰 貴

に よる事 実 上の減 収 を も とに も どす こ とだ った。

2、 天暦 額 数939,530錠 は至 元紗 に よ る と考 え られ るか ら、中統1!J/に換 算 した

4,697,650錠 は 、至 元7年 と比較 し約52倍 の増 額 で あ る。物 価騰 貴20倍 前後 を

考慮す る と、増 額 は3倍 に も及 ば ない。この3倍 以 内 の増 額 が この間の 南宋併 合

に よ る もの であ る こ とは 明 らか で あ る。天暦 額数 を至 元紗 に よ る表 示だ と考 えた

理 由は 、至大4年 至 元 幣制 に も ど した とき、以後 中統紗 に よって表示 す る こ とが

指 示 され たが 、これ が 天暦年 間 まで遵 守 され た とす れ ば 、天暦 額数939,530錠 は、

至元7年 歳 額(中 統紗 換 算で9万 錠)に 比 して10倍 にす ぎず 、また至 元26年 歳

額(中 統{沙換 算で225万 錠 、但 し腹裏 江南 合計)に 比 して1/4に 減少 す る。 これ

は不 自然 で ある と思 い 、至大4年 か ら天暦 の問 で至 元紗 表示 に切 り換 え られ た と

考 えたの であ る。

3、 天暦額 数 の腹 裏 と江南 を至 元26年 歳額 と比較 す る と、腹 裏 では至 元紗 で

20万 錠 か ら30万 錠 へ の増加 、江 南 では25万 錠 か ら40万 錠 への増加 がみ られ 、

ともに1.5～1.6倍 の 比率 で あ る。 この間 の物 価 上昇 を考慮 す る と、歳 額 の実 質

的増 額 は認 め られ な い。

以 上 を図示 す る と次 の通 りで あ る。

至元7年 以前 至元7年 至元26年

腹裏10万 錠 →9万 錠 →20万 錠

(中 続 沙換算)(中 統 砂換 算)(至 元 抄)

江南25万 錠

天 暦 年 間

一→30万 錠

(至 元1/1/)

→40万 錠
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(至 元紗)(至 元紗)

計10万 錠 一→9万 錠 →225万 錠 →470万 錠

(中 統紗換 算)(中 統紗換 算)(中 統 紗換 算)(中 統紗換 算)

さて私 の この以前 の考 えは誤 りで あ った。下線 部 の理解 が違 ってい たた め 、そ

れ を 出発 点 と した論 旨はす べて無 効 で あ る。前述 の よ うに 、元朝 の財政 統計 は至

大幣制 の ごく短 期間 、至元紗 表 示で あ ったの を除 く と、中統1/J/表示で 一貫 してい

た。 ここでは今 確認 した こ とを前提 に 元朝 商税 額 の推 移 を再論 したい・

至元7年 以前 至元7年 至 元26年

腹 裏10万 錠 一→9万 錠 一→20万 錠

(中統紗 換算)(中 統'%換 算)(中 統釧

江南25万 錠

(中 統紗)

計10万 錠 一→9万 錠 一→45万 錠

(中統金少換 算)(中 統紗換 算)(中 統紗)

天暦 年 間

→30万 錠

(中 統金少)

→40万 錠

(中 統紗)

→94万 錠

(中統紗)

至 元7年 か ら26年 の20年 間 に、腹 裏 では2.2倍 に増加 した。 この間至 元24

年 に中統砂 は銭 に対 して1/5に 減価 した ので、 実際 に は0.44倍 、す な わ ち半分

以 下に減 少 した ことにな る。元朝 全域 で は南宋併 合 に よ って江南 が加 わ り9万 錠

か ら45万 錠 に5倍 に増額 してい るが 、 中統 抄 の減価1/5と ち ょ うど相殺 され て

い る。

至元7年 と天 暦年 間 を比較す る と、9万 錠 か ら70万 錠へ8倍 弱 の増加 を見 た

が、物価騰 貴 を考慮 す る と、江南 が加 わ って も実質 は かな りの減額 で あ る。至 元

26年 と天 暦 を比べ る と、腹 裏 では 中統紗 で20万 錠 か ら30万 錠へ の増加 、江 南

で は25万 錠 か ら40万 錠 へ の増 加 がみ られ 、 ともに1.5～1.6倍 の比 率 であ るが

40年 間 の物価 騰 貴 に見合 う増加 で は ない。 要す るに、至 元7年 以前 の歳 額銀5

万錠(中 統紗 換算 で10万 錠)は 天暦 に全 国総 計94万 錠 に9倍 以 上 に増加 した が、

中統11!/の1/5の 切 り下げ 、江 南併 合 に よ る領 土の拡 大 、物価騰 貴 とい う諸事 情 か

ら判 断す る と、実 質 は減 少 し続 け た と言 えるだ ろ う。

天暦 年 間 の商税 額数 を も う少 し詳 しくみ る と(表3)、 腹 裏32.3%、 河 南15.7%、

江漸28.6%で あ る。江南3省 とい って も江漸 に圧 倒 的 に偏 って い る こ と、腹 裏 ・

河南 ・江漸 の合 計で76.6%を 占め る こ とが注 目され る。 商税 は総 額 の3/4が 江

漸 か ら河南 ・腹裏 を経 過 し大都 にいた る流 通 を捉 えた もの なの であ る。元 朝 の商

税 は通過 税 が な く、販 売 地納入 の1/30税 で あるか ら、天暦 の商税 額数 は江漸 か

ら大都 まで大運 河 で運 ばれ る物 資が 、運河 周辺 で購 入 、船 積 され て運 ばれ た こ と

を意 味 してい る。 この こ とは 『元典 章』 巻9、 吏 部 、額辮 課 程処 所 か ら知 られ る

大徳7年(1303)ご ろの歳 額500錠 以 上 の場務 の分布 か らも明 らか であ る。場 務 が

江南 か ら大都 ま で運 河 周辺 地域 に集 中 してい るので あ る(『 宋代 中国 の国家 と経

済』255頁)。 一一方 、江漸 か ら大都 にい た る物 資 の移動 は 、至元20年(1283)海 運

の開始 以後 、年 をお うご とに輸送 量 が拡 大 した(グ ラフ)。 おそ ら く海 運 の拡 大 に
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反比例 して内地で大都にいたる流通は規模を縮小 したと推測する。

小結

小 論 で得 た結 論 は商税 だ けで な く国家財 政 全体 の見積 も りに影 響 を及 ぼす。例

えば至元21年(1283)の 紗収 入 は932,600錠 といい(『 元史』 巻205盧 世 栄伝) 、

天 暦2年(1329)の 紗 収入 は9,297,800錠(『 元史』 巻33是 歳)と い う。 単 純 に比

較 す る とこの間46年 間 にほ ぼ10倍 の伸 びで あ る。幣 制 は、前者 は中統 幣制 、後

者 は第2次 至元幣 制 であ る。いず れ も中統�jが 財 務 の基本 であ るが、銅 銭 と等価

とみ な され る上位 の砂 に換 算 す る と、後 者 はそ の1/5で あ るか ら、約2倍 の伸 び

とい うこ とにな る。おそ らく元 朝財 政 に対す るイ メー ジがか な り異 な る こ とにな

ろ う。 なお 言 うまで もない が、物価 騰 貴 と�jの 切 下 げは次 元 が異 な る。2倍 増 の

砂収入 に物 価騰 貴 を考 慮す る と、実 質 はか な りの収入減 で あった と思 われ る。

グラフ 歳運之数 単位(石)

歳運之数

4000000

3500000

3000000し

2500000

2000000!

!
1500000

1000000

500000

0」 ⊥_:_i.

δ 誰翁♂翁ボ詩β8ず8酋 爵

a

翁蕊

、

酬

津

元史 巻33,45,46,93,205。

歳運数 には予定額 と実際 に京 師に届 いた額が あるが 、 ここでは伝 えられ たす

べての数を予定額 として扱 っている。元史93の 歳運数 による と、実際の額は

予定額の90%台 後半の ものが大部分 を占めお り、大勢 に影響 しない。
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表3、 天 暦(1328-30)商 税 額(元 史94食 貨 志 商 税)

腹裏(合 計)

嶺北行省

遼陽行省

河南行省

陳西行省

四川行省

甘粛行省

江漸行省

江西行省

湖広行省

江南3省 合計

303,376錠

449錠

8.274錠

147,429金 定i

45,580.r定

16.676錠

17,362

269,028錠

62,5121'定

68,8441/定

400,384金 定

32.3%

0.0%

0.9%

15.7%

4.9%

1.8%

1.8%

28.6%

6.7%

7.3%

42.6%

(み や ざわ と塗)ゆき 佛 教 大学)
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